
学校だより「花里の子」
令和８年度 第５号（令和８年６月８日） 伊丹市立花里小学校長 小木曽 笑子

祝 創立56年を迎えます!! 6月22日
花里小学校は、1970年4月1日、市内11番目の小学校として開校しました。その昔、行基菩薩ゆか
りの昆陽寺の西側に、美しい花が咲き乱れていた場所がありました。そこが、現在本校のある場所だと
考えられます。町名変更により、今は、寺本3丁目135番地ですが、古い字（あざ）は「花里」でした。
開校当時は、校歌の歌詞にもあるように700人ほどの児童数でした。創立50周年を迎えた令和2年
度は、児童数329人でスタートしました。創立5６周年を迎える令和8年５月１日現在の児童数は、44９
人となっています。「親子そろって、花里小学校に通っている」というご家庭も多く、開校当時とかわらず、

地域の支援を受けながら、ONE HANASATOの協育に取り組んでいます。

土俵(1984年5月 土俵開き）
花里小学校には、本格的な相撲用の土俵があ

ります。これは、創立15周年を記念して、PTAか
ら贈られたものです。
（『伊丹市教育史 学校教育編』より）

円池（まるいけ）1975年6月
・滝などをつくって、楽しめるところ
・実験や話し合いができるところ
・池の周りに歩くところ
・花壇を池の周りにつくる
・池に橋をかける
など、子どもたちの意見を取り入れて造られま
した。（『創立20周年記念誌』より）

頌歌「花里の子」1970年10月
本校の校歌の題名は「花里の子」です。もとも

とは頌歌として作曲されました。頌歌の「頌」は、
ほめる・たたえる・祝うといった意味をもつ漢字
です。花里小学校の誕生を祝ってつくられた歌で
す。作詞は、初代校長の岡本正道先生、作曲は初
代教頭の波部茂良先生です。
本校の学校教育目標「つよく やさしく たくま

しい 花里の子」は、2番の歌詞に由来しています。
(『創立30周年記念誌』より)

創立 １９７０年 大阪万博
20周年 １９９０年 大阪花の博覧会
30周年 ２０００年 ２０世紀末
50周年 ２０２０年 東京オリンピック

（コロナ禍のため1年延期）
55周年 ２０２５年 大阪万博

2020年 創立50周年
創立50周年の年は､コロナ禍でした。学校も長

期休業を余儀なくされました。感染拡大予防のた
め､予定していた記念式典を中止し､記念誌で50周
年をお祝いしました。
裏面に掲載の校歌4番の英語バージョンは、50

周年を記念してつくられました。また、マスコッ
トキャラクターはなちゃんの活躍の場も広がりま
した。

本校の創立は、最初の大阪万博の年です。ふり返ってみると、節目ご
とに社会が大きく変動する出来事がありました。そうした社会の変化に
合わせて、学校の在り方も変わってきました。しかし、開校当初から受け
継がれている「ONE HANASATOの協育」は、本校の大きな強みです。
現在の校庭からは想像もつきませんが、開校当初は一本の植木もなく、
「名前の通り花いっぱいの学校にしよう」と、植樹から学校づくりが始ま
りました。このとき植えられた苗木や庭木の多くは、地域の方々からいた
だいたものです。多くのみなさんに支えられ、今日の花里小学校がある
ことに、改めて感謝の気持ちでいっぱいです。



初代はなちゃん

夏に向かって!!  6月4日 プール清掃がありました

４年生 5年生

６年生

6月22日（月）は、プール開きです！

6月2日に予定していたプール清掃ですが、
台風6号の影響で4日に実施しました。4年生は、
大プールのプールサイドの清掃、体育館から
プールの入口までの清掃を、5年生は、小プー
ル内とプールサイドの清掃、すのこやビート板の
準備を、6年生は大プール内の清掃を担当しま
した。
花里の子は、行事の準備や作業がとても得
意です。3つの学年が力を合わせ、きれいな青
いプールがよみがえりました。１～3年生も喜ん
でくれそうです。

1970年   たくさんの花が咲きました
この上なく可愛くて美しい花が    花里（小学校）に
700の命が元気に生きています

咲いて育って 咲いて育って    花里（小学校）で
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